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第 七 次 

阿武町行政改革大綱 
 

 ―「小さくても個性が光る―「小さくても個性が光る―「小さくても個性が光る―「小さくても個性が光る    

                    自立したまちづくり」をめざして自立したまちづくり」をめざして自立したまちづくり」をめざして自立したまちづくり」をめざして    ――――    
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少子高齢化の進行とそれに伴う人口減少社会の到来やさらなる地方分権の推

進による地域自治の進展、また、長引く景気低迷による歳入の減少など、地方

自治体を取り巻く環境は急速に変化しており、行財政運営は社会情勢を注視し

ながら運営していく必要があります。 

 そうした時代の変化や厳しい行財政環境の中にあって、社会経済情勢の変化

に柔軟かつ弾力的に対応できるよう、総合計画・実施計画等に基づく新たなま

ちづくりを進め、分権型社会における多様な行政ニーズに効率的、効果的に即

応できるよう、行政と住民が適切な役割分担を担いながら一体となって連携・

協働を図り、「小さくても個性が光る自立した町づくり」に向けた行政改革に取

り組みます。 

 

 

（１）これまでの行政改革の（１）これまでの行政改革の（１）これまでの行政改革の（１）これまでの行政改革の経緯経緯経緯経緯    

 本町では、昭和 60 年に第一次行政改革大綱を策定して以来、平成８年から３

カ年ごとに計画の積極的見直しを行い、平成 14 年に策定した第四次行政改革大

綱に基づき、事務事業の見直し、組織・機構の見直し、定員管理の適正化、経

費の節減合理化、広域行政関係のなどの行政改革に取り組んできました。 

  

また、平成 17年に策定した第五次行政改革大綱からは、町の基本計画等との

期間を合わせ、真に行政改革とまちづくりの方向性が一体となるよう推進を図

り、事務事業の見直しをはじめ、組織・機構の見直し、経費の節減合理化の推

進、民間活力の導入などの行政改革に取り組み、実施計画においては、個別目

標のほとんどの項目が完了、または実行されつつあります。 

  

そのほか、平成 17 年度から全職員による「そもそも運動」をスタートさせ、

行政サービスの原点に立ち返り、原理原則の根本を見直す中で、必要に応じて

提言の募集や、プロジェクトの立ち上げを行い、柔軟で、活力ある行政運営の

推進を図ります。 

 

 また、平成 22 年に策定した第六次行政改革大綱では、職員の意識改革、人材

育成や住民参画と共同の推進を新たな基本的方向と捉え、職員を対象とした

様々な研修への積極的な参加や自治会との協力による新たな活力と魅力あるま

ちづくりの創造に努めています。 

 

ⅠⅠⅠⅠ    行政改革の基本的な考え方行政改革の基本的な考え方行政改革の基本的な考え方行政改革の基本的な考え方    
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（２）（２）（２）（２）更なる行政改革の推進へ更なる行政改革の推進へ更なる行政改革の推進へ更なる行政改革の推進へ    

 本町では、職員定員や議員定数の削減をはじめ、いち早く自立に向けた効率

的な行財政運営に取り組み、より効果的な行政のあり方を踏まえて行政改革に

も積極的に取り組み、一定の成果をあげてきました。 

  

しかしながら、少子高齢化に伴う人口の減少をはじめ、高度情報化の急速な

進展や地球温暖化などの環境問題に対する関心のほか、、、、地方分権を発展させた

地域のことは地域に住む住民が決める「地域主権」への検討など、社会経済情

勢の変化により、本町を取り巻く環境も目まぐるしく変化しています。 

  

このような状況の中で、安心安全への関心や期待が一層高まるなど、住民ニ

ーズの多様化・複雑化が進み、将来にわたって持続可能で迅速かつ適切な対応

ができる行政サービスが強く求められています。 

また、行政サービスの充実を図る一方で、これからは自己決定・自己責任と

いう自治の原点に立った政策の立案機能の確立や継続的な財政の健全化に、積

極的に取り組まなければなりません。 

  

そのためには、職員一人ひとりが緊張感をもって住民ニーズを的確に捉え、

行財政運営の公正性を確保し、透明性を高め、住民に対する説明責任を果たし

ながら、住民と行政が一体となって施策を展開して行くとともに、連携・協働

することで相互に補完する関係を築いていく必要があります。 

  

本町においては、将来にわたり自立できる自治を継承していくため、行政経

営の視点に立って、これまで継続してきた行政改革を推進するとともに、新た

な視点を取り入れながら、一層の行財政改革の推進を図ることとし、その指針

となる第七次阿武町行政改革大綱を策定しました。 
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ⅡⅡⅡⅡ    第六第六第六第六次行政改革の総括次行政改革の総括次行政改革の総括次行政改革の総括（平成（平成（平成（平成 22222222 年度～年度～年度～年度～26262626 年度）年度）年度）年度）    

 

５年前の平成 22 年３月に策定された第六次阿武町行政改革大綱に伴う実施

計画（平成 22 年度～26年度）に基づき、各項目の行革プランを推進してきま

した。その結果、行政の効率化・スリム化等により適正な人事配置等に努め、

経常収支比率は県内でトップの水準や、実質公債費比率についても県内でトッ

プクラスを維持するなど、行政サービスの質を落とすことなく大きな成果を上

げてきました。項目ごとの結果は表のとおり。 

 

１．事務事業の見直し１．事務事業の見直し１．事務事業の見直し１．事務事業の見直し    

実実実実    施施施施    項項項項    目目目目    実実実実    施施施施    内内内内    容容容容     結果結果結果結果     実実実実    績績績績    ・・・・    評評評評    価価価価    

事 務 の Ｏ Ａ事 務 の Ｏ Ａ事 務 の Ｏ Ａ事 務 の Ｏ Ａ

化の推進化の推進化の推進化の推進     

人事、給与関係システムの導入に

より事務の合理化を図る。 
完了完了完了完了     平成 22 年度に導入 

戸籍の電算化 完了完了完了完了     平成 23 年度に導入 

ＯＡ化に伴う行政情報資産のセキ

ュリティ対策 
継続継続継続継続     

各システムの情報資産の

管理に伴うセキュリティ

対策の検討 

事 務 事 業 の事 務 事 業 の事 務 事 業 の事 務 事 業 の

整理整理整理整理     

簡素、効率的な事務事業の進め方

について見直しをすすめる。 
継続継続継続継続     

鋭意実施中。引き続き効

率化に努める。 

窓 口 の 総 合窓 口 の 総 合窓 口 の 総 合窓 口 の 総 合

化の推進化の推進化の推進化の推進     

情報通信技術（ＩＴ）を活用した

窓口の総合化 
継続継続継続継続     

ワンストップサービスの

推進に努める。 

遊 休遊 休遊 休遊 休 公 有 財公 有 財公 有 財公 有 財

産の処分産の処分産の処分産の処分     

利用計画のない普通財産の計画的

な処分を進める。 
完了完了完了完了     実施済み。 

受 益 者 負 担受 益 者 負 担受 益 者 負 担受 益 者 負 担

の適正化の適正化の適正化の適正化     

使用料や手数料の受益者負担分に

ついて、住民の理解を得ながら、

社会情勢の変化や他市町との比較

等に応じた適正化を図る。 

継続継続継続継続     

住民課手数料 平成 26年

度から 

簡易水道使用料 平成 26

年度から 
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２２２２．．．．組織・機構の組織・機構の組織・機構の組織・機構の見直し見直し見直し見直し    

実実実実    施施施施    項項項項    目目目目    実実実実    施施施施    内内内内    容容容容     結果結果結果結果     実実実実    績績績績    ・・・・    評評評評    価価価価    

役場組織・機役場組織・機役場組織・機役場組織・機

構の見直し構の見直し構の見直し構の見直し     

保育園・学校給食センターの統合 継続継続継続継続     

給食センターの建設に伴

い、学校給食と保育園給

食の調理業務の共同化を

図るとともに、将来的に

業務委託についても検討

する。 

本庁、支所を通じて、簡素・効率

的・機動的な組織・機構の構築を

図る。あわせて業務及び係の見直

しを図る。 

継続継続継続継続     

時代の要請に応じて弾力

的で柔軟な見直しを継続

実施 

総合的に対すべき行政課題につい

ては、横断的な庁内検討会（プロ

ジェクトチーム等）により、全庁

的な対応を図る。 

継続継続継続継続     

庁内まちづくりプロジェ

クト（H26）の取り組み

など継続実施。 

各 種 委 員 の各 種 委 員 の各 種 委 員 の各 種 委 員 の

定数見直し定数見直し定数見直し定数見直し     

各種委員等の定数について、適正

な人数を検討し、見直しを推進す

る。 

継続継続継続継続     総合的な見直しを継続 

 

 

 

３３３３．．．．経費の節減経費の節減経費の節減経費の節減とととと合理化の推進合理化の推進合理化の推進合理化の推進    

実実実実    施施施施    項項項項    目目目目    実実実実    施施施施    内内内内    容容容容     検証検証検証検証     実実実実    績績績績    ・・・・    評評評評    価価価価    

各種団体補各種団体補各種団体補各種団体補

助金の見直助金の見直助金の見直助金の見直

しししし     

各種補助金等について、目的や効果

などを検討し、見直しを図るととも

に、団体の自主自立を促進する。 

継続継続継続継続     
組織の見直しを含め、行

政改革の課題として継続 

イベントのイベントのイベントのイベントの

見直し見直し見直し見直し     

各種イベントの継続の重要性を加

味しながらも、本来の目的や効果等

を検証し、再編、集約等の見直しを

行う。 

継続継続継続継続     

各種イベントの再編、集

約等の見直しについて継

続 

 

 

 



 6

４４４４．．．．民間委託・民営化の推進民間委託・民営化の推進民間委託・民営化の推進民間委託・民営化の推進    

実実実実    施施施施    項項項項    目目目目    実実実実    施施施施    内内内内    容容容容     検証検証検証検証     実実実実    績績績績    ・・・・    評評評評    価価価価    

民 間 委 託民 間 委 託民 間 委 託民 間 委 託 のののの

推進推進推進推進・指定管・指定管・指定管・指定管

理 者 制 度 の理 者 制 度 の理 者 制 度 の理 者 制 度 の

導入導入導入導入     

住民サービスの向上と経費の節減

を図るため、「新しい公共」の概念

を含め、公的施設の民間委託を推

進するとともに、必要に応じて指

定管理者制度の導入を行う。 

当面当面当面当面

完了完了完了完了     

必要な委託先等は当面完

了済み。引き続き必要に

応じて民営化、指定管理

者制度を推進 

  

 

 

５５５５．．．．職員の意識改革・人材育成職員の意識改革・人材育成職員の意識改革・人材育成職員の意識改革・人材育成    

実実実実    施施施施    項項項項    目目目目    実実実実    施施施施    内内内内    容容容容     検証検証検証検証     実実実実    績績績績    ・・・・    評評評評    価価価価    

「 そ も そ も「 そ も そ も「 そ も そ も「 そ も そ も

運動」の推進運動」の推進運動」の推進運動」の推進     

創造性豊かな職員の育成と、原理

原則を踏まえた柔軟で活力ある行

政運営の推進のため、そもそも運

動の継続・推進を図りながら、職

員の提案、計画、実践等に努める。 

継続継続継続継続     

総合計画、基本計画策定

時には「庁内まちづくり

プロジェクト」を立ち上

げ、職員による計画を立

案 

計画的・継続計画的・継続計画的・継続計画的・継続

的 な 職 員 研的 な 職 員 研的 な 職 員 研的 な 職 員 研

修の充実修の充実修の充実修の充実     

自己啓発、職場研修、職場外研修

を通じて職員の幅広い行政能力の

主体的方向性を図るとともに、派

遣研修や長期研修などを通じて、

職員の視野の拡大と意識改革を図

る。 

継続継続継続継続     

山口県ひとづくり財団や

全国市町村研修財団の研

修を受講し、職員の能力

や業務効率の向上を図る 

 

 

 

６６６６．．．．住民参画と共同の推進住民参画と共同の推進住民参画と共同の推進住民参画と共同の推進    

実実実実    施施施施    項項項項    目目目目    実実実実    施施施施    内内内内    容容容容     検証検証検証検証     実実実実    績績績績    ・・・・    評評評評    価価価価    

地 域 コ ミ ュ地 域 コ ミ ュ地 域 コ ミ ュ地 域 コ ミ ュ

ニ テ ィ の 推ニ テ ィ の 推ニ テ ィ の 推ニ テ ィ の 推

進進進進     

自治会などの地域コミュニティ団

体を地域づくりの中心的な担い手

として、組織の育成など、地域の

主体的な活動の支援に努める。 

継続継続継続継続     

平成 21 年度に自治会へ

の移行完了 

小規模自治会の統合の促

進を継続 

男 女 共 同 参男 女 共 同 参男 女 共 同 参男 女 共 同 参

画の推進画の推進画の推進画の推進     

男女共同参画を推進し、総合的な

男女共同参画の環境づくりに努

め、各委員・役員への登用を広く

呼びかける。 

継続継続継続継続     引き続き推進する 
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第七次行政改革大綱の計画期間は、平成 27 年度から平成 31 年度までの５カ

年とします。 

 

 

 

 

ⅣⅣⅣⅣ    行政改革の具体的方策と方向行政改革の具体的方策と方向行政改革の具体的方策と方向行政改革の具体的方策と方向    

 

 新たな行政課題や多様化・複雑化する住民ニーズへの的確な対応が求められ

て来る中で、限られた財源や人員による効率的・効果的な行財政運営を推進し

ていくためには、自己決定・自己責任に基づいた更なる行政改革の推進を図る

必要があります。 

 本大綱では、これまでの行政改革の経緯と実情を踏まえながら、引き続き住

民福祉の一層の向上や住民と行政によるパートナーシップに基づいた継続的で

自立した質の高い行財政運営を推進するとともに、幅広い新たな視点に立って

行政改革を推進します。 

 

    

１１１１    基本的項目基本的項目基本的項目基本的項目    

  

本町の置かれた現状を踏まえ、実効性の高い改革を推進していくため、７つ

の基本的方向性により、広く行政改革に取り組みます。 

 

  （１）（１）（１）（１）    事務事業の見直し事務事業の見直し事務事業の見直し事務事業の見直し     

        （２）（２）（２）（２）     組織・機能の見直し組織・機能の見直し組織・機能の見直し組織・機能の見直し     

        （３）（３）（３）（３）     経費の節減経費の節減経費の節減経費の節減とととと合理化の推進合理化の推進合理化の推進合理化の推進     

        （４）（４）（４）（４）     民間委託・民営化の推進民間委託・民営化の推進民間委託・民営化の推進民間委託・民営化の推進     

        （５）（５）（５）（５）     職員の意識改革・人材育成（職員の意識改革・人材育成（職員の意識改革・人材育成（職員の意識改革・人材育成（重点項目重点項目重点項目重点項目））））     

        （６）（６）（６）（６）     住民参画と協働の推進住民参画と協働の推進住民参画と協働の推進住民参画と協働の推進     

        （７）（７）（７）（７）     安全・安心安全・安心安全・安心安全・安心なまちづくりの推進（新規）なまちづくりの推進（新規）なまちづくりの推進（新規）なまちづくりの推進（新規）     

ⅢⅢⅢⅢ    計画期間計画期間計画期間計画期間    
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（１）事務事業の見直し（１）事務事業の見直し（１）事務事業の見直し（１）事務事業の見直し        

 

 今後とも安定した行政運営のためには、健全な財政基盤の確立が不可欠であ

り、事務事業の見直し等を含めた計画的で健全な財政運営を維持して行くこと

が大切です。 

引き続き徹底した経費の削減を図り、事務事業の優先性や行政関与の妥当性

を検証しながら限られた財源の効果的活用に努めます。 

 

 

 

（２）組織・機能の見直し（２）組織・機能の見直し（２）組織・機能の見直し（２）組織・機能の見直し        

 

 これまでの行政改革の推進により、職員の削減については一定以上の成果を

上げていますが、今後とも行政運営の計画的で円滑な推進を図るため、総合調

整機能の充実やプロジェクトチームの活用など、組織の弾力的運用と簡素で効

率的な行政体制の整備に努めます。 

また、全体の費用や人員を拡大させることなく、限られた財源や人員の効率

化を図り、変革に対応できる柔軟な組織・体制づくりに努めます。 

 

 

 

（３）経費の節減（３）経費の節減（３）経費の節減（３）経費の節減とととと合理化の推進合理化の推進合理化の推進合理化の推進        

 

 限られた財源により安定した行政サービスを継続していくためには、行政経

営の視点による経営改善に努め、透明性と正確性を基調とした財政全般にわた

る健全性の確保が大切です。 

そうした中で、各種団体への補助金などについても、受益と負担の適正化、

費用対効果等を勘案したゼロベースからの見直しに努めます。 

また、住基、税、社会保障を対象とした町の基幹系コンピュータシステムに

ついては、セキュリティ対策の高度化に伴い、導入、更新、管理費用が増大す

る中、基本システムのクラウド化を進め、将来的には他自治体との共同運用に

よるシステム運用面での経費節減を推進します。 
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（４）民間委託・民営化の推進（４）民間委託・民営化の推進（４）民間委託・民営化の推進（４）民間委託・民営化の推進        

 

 新たな分権型社会の到来、規制緩和の推進等により、民間サービスの領域が

拡大していく中で、公共サービスの担い手も多様化してきています。 

 住民ニーズが高度化・多様化する中で、行政責任の確保を図りながら、民間

で対応可能な領域については、民間の専門性やノウハウを積極的に活用し、行

政サービスの向上に努めます。 

 また、公的施設の管理運営における指定管理者制度の導入については、順次

管理委託をしてきましたが、管理型行政運営から経営型行政運営を推進してい

く中で、各々の施設の適正な管理に努めます。 

 

 

（５）職員の意識改革・人材育成（５）職員の意識改革・人材育成（５）職員の意識改革・人材育成（５）職員の意識改革・人材育成        

 

 職員一人ひとりが仕事に対する主体的な目標意識と目標管理に取り組むこと

で、成果の達成と職員の意識改革を進めるとともに、地方分権に対応できる自

立した町政の運営を展開するため、職員の政策立案能力の向上に努めます。 

 そのためには、職員研修の充実・強化をはじめ、職員提案制度の積極的活用

により、職員の能力や業務能率の向上を図ると共に、所属を超えた横断的な連

携強化、コスト意識の定着化など、総合的な行政運営を推進していくため、Ｐ

ＤＣＡサイクル（計画 Plan、実施 Do、検証 Check、見直し Action）の視点に

基づく施策と効率性を客観的に評価する仕組みづくりの構築に努めます。 

また、人事評価制度を導入・運用することにより、職員の能力や実績を公正

かつ客観的に評価し、その評価結果を人材育成のあり方、任用、給与等に反映

する仕組みづくりに努めます。 

 

 

（（（（６６６６））））住民参画と協働の推進住民参画と協働の推進住民参画と協働の推進住民参画と協働の推進        

 

 町政を取り巻く情勢が大きく変化する中で、これまでの「サービス提供主体

としての行政」と「サービスの受け手としての住民」という関係を払拭し、住

民と行政がお互いの役割と責任を認識しながら連携・協働のまちづくりを推進

していくことが、これから特に重要となります。 

 そのためには、各種支援制度の充実や、自治会・各種団体等との連携強化に

努めるなど、住民が気軽にまちづくりに参加・参画できる基盤を整えるととも

に、多様な人材の担い手と連携することにより、住民と行政との協働意識の確

立に努めます。 
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（（（（７７７７））））安全・安心安全・安心安全・安心安全・安心なまちづくりの推進なまちづくりの推進なまちづくりの推進なまちづくりの推進        

 

 東日本大震災や、全国各地で発生する局地的な災害が、職員の意識の中で「対

岸の火事」とならないよう､常に緊張感を持って日常の社会情勢の変化に気を配

る必要があります。 

 また、有事の際には職員が連携して対応できるように、日頃からの情報収集

や危機管理意識を持つとともに、新たに結成された消防団協力隊への加入を促

進し、自分たちの町は自分たちの手で守るといった意識の中で、町民と協力し

ながら安全・安心なまちづくりを推進します。 

 

 

 

 

ⅤⅤⅤⅤ    行政行政行政行政改革の進め方改革の進め方改革の進め方改革の進め方    

 

（１）行政改革の推進（１）行政改革の推進（１）行政改革の推進（１）行政改革の推進        

 庁内に設置した「行政改革推進本部」による検討に基づき、町議会をはじめ、

町民の理解と協力を得ながら、行政改革を推進します。 

 

 

 

（２）行政改革実施計画（２）行政改革実施計画（２）行政改革実施計画（２）行政改革実施計画    

 基本的方向性に従い、行政改革のための具体的な施策を掲載した「阿武町行

政改革実施計画」を策定し、計画的に改革を進めていきます。 

  

 

 

（（（（３３３３）行政改革大綱の見直し）行政改革大綱の見直し）行政改革大綱の見直し）行政改革大綱の見直し    

 行政改革大綱は、今後の社会経済情勢の変化や改革項目の進捗状況等を踏ま

え、必要に応じて内容の見直しを行います。
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要 要要要
    

年 年年年
    
次 次次次
    
計 計計計
    
画 画画画
    

主
担
当

主
担
当

主
担
当

主
担
当
    

所 所所所
    
管 管管管
    

2
7
年
度
 
2
8
年
度
 
2
9
年
度
 
3
0
年
度
 
3
1
年
度
 

継 継継継 続 続続続
    

保
育

所
・

学
校

給
食

セ
ン

保
育

所
・

学
校

給
食

セ
ン

保
育

所
・

学
校

給
食

セ
ン

保
育

所
・

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー
の
統
合

タ
ー
の
統
合

タ
ー
の
統
合

タ
ー
の
統
合
    

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
伴
い
、
学
校
給
食

と
保
育
所
給
食
の
調
理
業
務

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
伴
い
、
学
校
給
食

と
保
育
所
給
食
の
調
理
業
務

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
伴
い
、
学
校
給
食

と
保
育
所
給
食
の
調
理
業
務

給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
伴
い
、
学
校
給
食

と
保
育
所
給
食
の
調
理
業
務

の
共
同
化
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
業

務
委
託
に
つ
い
て
も
検
討
す

の
共
同
化
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
業

務
委
託
に
つ
い
て
も
検
討
す

の
共
同
化
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
業

務
委
託
に
つ
い
て
も
検
討
す

の
共
同
化
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
的
に
業

務
委
託
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
。

る
。

る
。

る
。
    

  

  

 
 

 
教
育
委
員
会
 

民
生
課
 

継 継継継 続 続続続
    

組
織

の
簡

素
・

合
理

・
適

組
織

の
簡

素
・

合
理

・
適

組
織

の
簡

素
・

合
理

・
適

組
織

の
簡

素
・

合
理

・
適

正
化
の
推
進

正
化
の
推
進

正
化
の
推
進

正
化
の
推
進
    

住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め

、
総
合
行
政
の
推
進
に
向

住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め

、
総
合
行
政
の
推
進
に
向

住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め

、
総
合
行
政
の
推
進
に
向

住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め

、
総
合
行
政
の
推
進
に
向

け
た
組
織
の
簡
素
・
合
理
化
を
図
り
な
が
ら
、
職
員
の

計
画
的
な
採
用
等

け
た
組
織
の
簡
素
・
合
理
化
を
図
り
な
が
ら
、
職
員
の

計
画
的
な
採
用
等

け
た
組
織
の
簡
素
・
合
理
化
を
図
り
な
が
ら
、
職
員
の

計
画
的
な
採
用
等

け
た
組
織
の
簡
素
・
合
理
化
を
図
り
な
が
ら
、
職
員
の

計
画
的
な
採
用
等

を ををを
通
じ
た
適
正
な
人
員
管
理
に
努
め
る
。

通
じ
た
適
正
な
人
員
管
理
に
努
め
る
。

通
じ
た
適
正
な
人
員
管
理
に
努
め
る
。

通
じ
た
適
正
な
人
員
管
理
に
努
め
る
。
    

 

実
 
施
 

  

 
 

 

総
務
課
 

継 継継継 続 続続続
    

横
断

的
な

取
り

組
み

体
制

横
断

的
な

取
り

組
み

体
制

横
断

的
な

取
り

組
み

体
制

横
断

的
な

取
り

組
み

体
制

の
強
化

の
強
化

の
強
化

の
強
化
    

新
し

い
課

題
や

政
策

課
題

に
応

じ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
の

編
成

を
新

し
い

課
題

や
政

策
課

題
に

応
じ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

の
編

成
を

新
し

い
課

題
や

政
策

課
題

に
応

じ
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
の

編
成

を
新

し
い

課
題

や
政

策
課

題
に

応
じ

た
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
チ

ー
ム

の
編

成
を

は
じ
め
、
関
係
各
課
と
の
調
整
・
連
絡
会
議
な
ど
、
人
材
の
有
効
活
用
と

は
じ
め
、
関
係
各
課
と
の
調
整
・
連
絡
会
議
な
ど
、
人
材
の
有
効
活
用
と

は
じ
め
、
関
係
各
課
と
の
調
整
・
連
絡
会
議
な
ど
、
人
材
の
有
効
活
用
と

は
じ
め
、
関
係
各
課
と
の
調
整
・
連
絡
会
議
な
ど
、
人
材
の
有
効
活
用
と

組
織
の
横
断
的
な
連
携
体
制
を
強
化
す
る
。

組
織
の
横
断
的
な
連
携
体
制
を
強
化
す
る
。

組
織
の
横
断
的
な
連
携
体
制
を
強
化
す
る
。

組
織
の
横
断
的
な
連
携
体
制
を
強
化
す
る
。
    

 

実
 
施
 

  

 
 

 

関
係
各
課
 

継 継継継 続 続続続
    

各
種

委
員

等
の

定
数

等
の

各
種

委
員

等
の

定
数

等
の

各
種

委
員

等
の

定
数

等
の

各
種

委
員

等
の

定
数

等
の

見
直
し

見
直
し

見
直
し

見
直
し
    

各
種
委
員
等
の
定
数
に
つ
い
て
、
適
正
な
人
数
を
検
討

し
、
見
直
し
を
推

各
種
委
員
等
の
定
数
に
つ
い
て
、
適
正
な
人
数
を
検
討

し
、
見
直
し
を
推

各
種
委
員
等
の
定
数
に
つ
い
て
、
適
正
な
人
数
を
検
討

し
、
見
直
し
を
推

各
種
委
員
等
の
定
数
に
つ
い
て
、
適
正
な
人
数
を
検
討

し
、
見
直
し
を
推

進
す
る
。

進
す
る
。

進
す
る
。

進
す
る
。
    

 

実
 
施
 

  

 
 

 

関
係
各
課
 

                                

委
託
は
必
要
に
応
じ
て
検
討
 

必
要
に
応
じ
て
連
携
体
制
を
構
築
 

必
要
に
応
じ
て
連
携
体
制
を
構
築
 



 
4

３
．
経

費
の
節
減
合
理
化
の

推
進

３
．
経

費
の
節
減
合
理
化
の

推
進

３
．
経

費
の
節
減
合
理
化
の

推
進

３
．
経

費
の
節
減
合
理
化
の

推
進
    

 
項 項項項

    
目 目目目

    
名 名名名
    

実 実実実
    
施 施施施

    
項 項項項
    

目 目目目
    

の ののの
    
概 概概概

    
要 要要要
    

年 年年年
    
次 次次次
    
計 計計計
    
画 画画画
    

主
担
当

主
担
当

主
担
当

主
担
当
    

所 所所所
    
管 管管管
    

2
7
年
度
 
2
8
年
度
 
2
9
年
度
 
3
0
年
度
 
3
1
年
度
 

継 継継継 続 続続続
    

各
種

団
体

補
助

金
の

見
直

各
種

団
体

補
助

金
の

見
直

各
種

団
体

補
助

金
の

見
直

各
種

団
体

補
助

金
の

見
直

し ししし
    

各
種
補
助
金
等
に
つ
い
て

、
目
的
や
効
果
な
ど
を
検
証
し
、
事
業
評
価
を

各
種
補
助
金
等
に
つ
い
て

、
目
的
や
効
果
な
ど
を
検
証
し
、
事
業
評
価
を

各
種
補
助
金
等
に
つ
い
て

、
目
的
や
効
果
な
ど
を
検
証
し
、
事
業
評
価
を

各
種
補
助
金
等
に
つ
い
て

、
目
的
や
効
果
な
ど
を
検
証
し
、
事
業
評
価
を

通
じ
て
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
運
営
補

助
か
ら
事
業
補
助
へ
の
切
り

通
じ
て
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
運
営
補

助
か
ら
事
業
補
助
へ
の
切
り

通
じ
て
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
運
営
補

助
か
ら
事
業
補
助
へ
の
切
り

通
じ
て
見
直
し
を
図
る
と
と
も
に
、
運
営
補

助
か
ら
事
業
補
助
へ
の
切
り

替
え
な
ど
を
通
じ
て
、
団
体
の
自
主
自
立
を
促
進
す
る
。

替
え
な
ど
を
通
じ
て
、
団
体
の
自
主
自
立
を
促
進
す
る
。

替
え
な
ど
を
通
じ
て
、
団
体
の
自
主
自
立
を
促
進
す
る
。

替
え
な
ど
を
通
じ
て
、
団
体
の
自
主
自
立
を
促
進
す
る
。
    

 

検
 
討
 

 

実
 
施
 

 
 

 

総
務
課
 

継 継継継 続 続続続
    

イ
ベ
ン
ト
事
業
の
見
直
し

イ
ベ
ン
ト
事
業
の
見
直
し

イ
ベ
ン
ト
事
業
の
見
直
し

イ
ベ
ン
ト
事
業
の
見
直
し
    

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
の
重
要
性
を
加
味
し
な
が
ら
も

、
本
来
の
目
的
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
の
重
要
性
を
加
味
し
な
が
ら
も

、
本
来
の
目
的
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
の
重
要
性
を
加
味
し
な
が
ら
も

、
本
来
の
目
的
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
継
続
の
重
要
性
を
加
味
し
な
が
ら
も

、
本
来
の
目
的
や

効
果
等
を
検
証
し
、
再
編
、
集
約
等
の
見
直
し
を
行
う
。

効
果
等
を
検
証
し
、
再
編
、
集
約
等
の
見
直
し
を
行
う
。

効
果
等
を
検
証
し
、
再
編
、
集
約
等
の
見
直
し
を
行
う
。

効
果
等
を
検
証
し
、
再
編
、
集
約
等
の
見
直
し
を
行
う
。
    

 

検
 
討
 

  

 

実
 
施
 

 
 

関
係
各
課
 

新 新新新 規 規規規
    

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

シ
ス

テ
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
シ

ス
テ

ム ムムム

の ののの
ク
ラ
ウ
ド
化

ク
ラ
ウ
ド
化

ク
ラ
ウ
ド
化

ク
ラ
ウ
ド
化

の
促
進

の
促
進

の
促
進

の
促
進
    

住
基
・
税
・
社
会
保
障
等
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
更
新
、

住
基
・
税
・
社
会
保
障
等
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
更
新
、

住
基
・
税
・
社
会
保
障
等
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
更
新
、

住
基
・
税
・
社
会
保
障
等
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
更
新
、

管
理
費
用
の
経
費
節
減
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
化
の
促
進

管
理
費
用
の
経
費
節
減
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
化
の
促
進

管
理
費
用
の
経
費
節
減
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
化
の
促
進

管
理
費
用
の
経
費
節
減
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
化
の
促
進
    

 

検
 
討
 

 
 

 
 

関
係
各
課
 

            ４
．
民

間
委
託
・
民
営
化
の

推
進

４
．
民

間
委
託
・
民
営
化
の

推
進

４
．
民

間
委
託
・
民
営
化
の

推
進

４
．
民

間
委
託
・
民
営
化
の

推
進
    

 
項 項項項

    
目 目目目

    
名 名名名
    

実 実実実
    
施 施施施

    
項 項項項
    

目 目目目
    

の ののの
    
概 概概概

    
要 要要要
    

年 年年年
    
次 次次次
    
計 計計計
    
画 画画画
    

主
担
当

主
担
当

主
担
当

主
担
当
    

所 所所所
    
管 管管管
    

2
7
年
度
 
2
8
年
度
 
2
9
年
度
 
3
0
年
度
 
3
1
年
度
 

継 継継継 続 続続続
    

民
間

委
託

の
推

進
・

指
定

民
間

委
託

の
推

進
・

指
定

民
間

委
託

の
推

進
・

指
定

民
間

委
託

の
推

進
・

指
定

管
理
者
制
度
等
の
導
入

管
理
者
制
度
等
の
導
入

管
理
者
制
度
等
の
導
入

管
理
者
制
度
等
の
導
入
    

住
民

サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
と
経

費
の
節
減
を

図
る
た
め
、
「

新
し
い
公

住
民

サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
と
経

費
の
節
減
を

図
る
た
め
、
「

新
し
い
公

住
民

サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
と
経

費
の
節
減
を

図
る
た
め
、
「

新
し
い
公

住
民

サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
と
経

費
の
節
減
を

図
る
た
め
、
「

新
し
い
公

共
」
の
概
念
を
含
め
、
公
的
施
設
の
民
間
委
託
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

共
」
の
概
念
を
含
め
、
公
的
施
設
の
民
間
委
託
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

共
」
の
概
念
を
含
め
、
公
的
施
設
の
民
間
委
託
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

共
」
の
概
念
を
含
め
、
公
的
施
設
の
民
間
委
託
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
指
定
管
理
者
制
度

必
要
に
応
じ
て
指
定
管
理
者
制
度

必
要
に
応
じ
て
指
定
管
理
者
制
度

必
要
に
応
じ
て
指
定
管
理
者
制
度

に ににに
よ
り
管
理
委
託
を

よ
り
管
理
委
託
を

よ
り
管
理
委
託
を

よ
り
管
理
委
託
を

行
う
。

行
う
。

行
う
。

行
う
。
    

 

実
 
施
 

 

   
 

 
 

 

関
係
各
課
 

    



 
5

５
．
職

員
の
意
識
改
革
・
人

材
育
成

５
．
職

員
の
意
識
改
革
・
人

材
育
成

５
．
職

員
の
意
識
改
革
・
人

材
育
成

５
．
職

員
の
意
識
改
革
・
人

材
育
成
    

 
項 項項項

    
目 目目目

    
名 名名名
    

実 実実実
    
施 施施施

    
項 項項項
    

目 目目目
    

の ののの
    
概 概概概

    
要 要要要
    

年 年年年
    
次 次次次
    
計 計計計
    
画 画画画
    

主
担
当

主
担
当

主
担
当

主
担
当
    

所 所所所
    
管 管管管
    

2
7
年
度
 
2
8
年
度
 
2
9
年
度
 
3
0
年
度
 
3
1
年
度
 

継 継継継 続 続続続
    

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
    

構
築

構
築

構
築

構
築
    

施
策

や
事
業

の
成
果

の
評
価
を

行
う

シ
ス

テ
ム
を

構
築
し
、

施
策

や
事
業

の
成
果

の
評
価
を

行
う

シ
ス

テ
ム
を

構
築
し
、

施
策

や
事
業

の
成
果

の
評
価
を

行
う

シ
ス

テ
ム
を

構
築
し
、

施
策

や
事
業

の
成
果

の
評
価
を

行
う

シ
ス

テ
ム
を

構
築
し
、
P
D
C
A

P
D
C
A

P
D
C
A

P
D
C
A

サ サササ

イ
ク
ル
等
の
評
価
を
通
じ
た
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り

イ
ク
ル
等
の
評
価
を
通
じ
た
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り

イ
ク
ル
等
の
評
価
を
通
じ
た
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り

イ
ク
ル
等
の
評
価
を
通
じ
た
職
員
の
意
識
改
革
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
。

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
。

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
。

効
果
的
・
効
率
的
な
行
政
運
営
を
推
進
す
る
。
    

  

  

 
 

 

総
務
課
 

継 継継継 続 続続続
    

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の

人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
    

構
築

構
築

構
築

構
築
    

職
員

の
能

力
や

実
績

等
を

公
平

に
評

価
す

る
基

準
職

員
の

能
力

や
実

績
等

を
公

平
に

評
価

す
る

基
準

職
員

の
能

力
や

実
績

等
を

公
平

に
評

価
す

る
基

準
職

員
の

能
力

や
実

績
等

を
公

平
に

評
価

す
る

基
準

の
作

成
や

職
員

の
意

の
作

成
や

職
員

の
意

の
作

成
や

職
員

の
意

の
作

成
や

職
員

の
意

識
改
革
と
職
場
の
活
性
化
の
た
め
の
目
標
管
理
の
あ
り
方
等
の
調
査
・
研

識
改
革
と
職
場
の
活
性
化
の
た
め
の
目
標
管
理
の
あ
り
方
等
の
調
査
・
研

識
改
革
と
職
場
の
活
性
化
の
た
め
の
目
標
管
理
の
あ
り
方
等
の
調
査
・
研

識
改
革
と
職
場
の
活
性
化
の
た
め
の
目
標
管
理
の
あ
り
方
等
の
調
査
・
研

究
を
行
い
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
う
。

究
を
行
い
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
う
。

究
を
行
い
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
う
。

究
を
行
い
、
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
行
う
。
    

 

試
 
行
 

 
 

 
 

総
務
課
 

継 継継継 続 続続続
    

「
そ
も
そ
も
運
動
」
の

「
そ
も
そ
も
運
動
」
の

「
そ
も
そ
も
運
動
」
の

「
そ
も
そ
も
運
動
」
の
    

推
進

推
進

推
進

推
進
    

創
造
性
豊
か
な
職
員
の
育
成
と
、
原
理
原
則

を
踏
ま
え
た
柔
軟
で
活
力
あ

創
造
性
豊
か
な
職
員
の
育
成
と
、
原
理
原
則

を
踏
ま
え
た
柔
軟
で
活
力
あ

創
造
性
豊
か
な
職
員
の
育
成
と
、
原
理
原
則

を
踏
ま
え
た
柔
軟
で
活
力
あ

創
造
性
豊
か
な
職
員
の
育
成
と
、
原
理
原
則

を
踏
ま
え
た
柔
軟
で
活
力
あ

る
行
政
運
営
の
推
進
の
た
め
、
そ
も
そ
も
運
動
の
継
続
・
推
進
を
図
り
な

る
行
政
運
営
の
推
進
の
た
め
、
そ
も
そ
も
運
動
の
継
続
・
推
進
を
図
り
な

る
行
政
運
営
の
推
進
の
た
め
、
そ
も
そ
も
運
動
の
継
続
・
推
進
を
図
り
な

る
行
政
運
営
の
推
進
の
た
め
、
そ
も
そ
も
運
動
の
継
続
・
推
進
を
図
り
な

が
ら
、
職
員
か
ら
の
提
案
、
計
画
、
実
践
等
に
努
め
る
。

が
ら
、
職
員
か
ら
の
提
案
、
計
画
、
実
践
等
に
努
め
る
。

が
ら
、
職
員
か
ら
の
提
案
、
計
画
、
実
践
等
に
努
め
る
。

が
ら
、
職
員
か
ら
の
提
案
、
計
画
、
実
践
等
に
努
め
る
。
    

  

  

 
 

 

総
務
課
 

継 継継継 続 続続続
    

コ
ス
ト
意
識
を
も
っ
た

コ
ス
ト
意
識
を
も
っ
た

コ
ス
ト
意
識
を
も
っ
た

コ
ス
ト
意
識
を
も
っ
た
    

会
議
時
間
の
縮
減

会
議
時
間
の
縮
減

会
議
時
間
の
縮
減

会
議
時
間
の
縮
減
    

一
人

ひ
と

り
の

コ
ス

ト
や

経
費

を
意

識
し

た
会

議
の

開
催

や
議

事
の

進
一

人
ひ

と
り

の
コ

ス
ト

や
経

費
を

意
識

し
た

会
議

の
開

催
や

議
事

の
進

一
人

ひ
と

り
の

コ
ス

ト
や

経
費

を
意

識
し

た
会

議
の

開
催

や
議

事
の

進
一

人
ひ

と
り

の
コ

ス
ト

や
経

費
を

意
識

し
た

会
議

の
開

催
や

議
事

の
進

行
に
努
め
、
短
い
時
間
で
最
大
の
会
議
効
果
が
生
じ
る
よ
う
工
夫

行
に
努
め
、
短
い
時
間
で
最
大
の
会
議
効
果
が
生
じ
る
よ
う
工
夫

行
に
努
め
、
短
い
時
間
で
最
大
の
会
議
効
果
が
生
じ
る
よ
う
工
夫

行
に
努
め
、
短
い
時
間
で
最
大
の
会
議
効
果
が
生
じ
る
よ
う
工
夫

す
る
。

す
る
。

す
る
。

す
る
。
    

 

実
 
施
 

  

 
 

 

関
係
各
課
 

継 継継継 続 続続続
    

計
画

的
・

継
続

的
な

職
員

計
画

的
・

継
続

的
な

職
員

計
画

的
・

継
続

的
な

職
員

計
画

的
・

継
続

的
な

職
員

研
修
の
充
実

研
修
の
充
実

研
修
の
充
実

研
修
の
充
実
    

自
己
啓
発
、
職
場
研
修

、
職
場
外
研
修
を
通
じ
て
職
員
の
幅
広
い
行
政
能

自
己
啓
発
、
職
場
研
修

、
職
場
外
研
修
を
通
じ
て
職
員
の
幅
広
い
行
政
能

自
己
啓
発
、
職
場
研
修

、
職
場
外
研
修
を
通
じ
て
職
員
の
幅
広
い
行
政
能

自
己
啓
発
、
職
場
研
修

、
職
場
外
研
修
を
通
じ
て
職
員
の
幅
広
い
行
政
能

力
の
主
体
的
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
派
遣

研
修
や
長
期
研
修
の
実
施
な

力
の
主
体
的
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
派
遣

研
修
や
長
期
研
修
の
実
施
な

力
の
主
体
的
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
派
遣

研
修
や
長
期
研
修
の
実
施
な

力
の
主
体
的
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
派
遣

研
修
や
長
期
研
修
の
実
施
な

ど
を
通
じ
て
、
職
員
の
視
野
の
拡
大
と
意
識
改
革
を
図
る
。

ど
を
通
じ
て
、
職
員
の
視
野
の
拡
大
と
意
識
改
革
を
図
る
。

ど
を
通
じ
て
、
職
員
の
視
野
の
拡
大
と
意
識
改
革
を
図
る
。

ど
を
通
じ
て
、
職
員
の
視
野
の
拡
大
と
意
識
改
革
を
図
る
。

    

 

実
 
施
 

  

 
 

 

総
務
課
 

継 継継継 続 続続続
    

職
員

提
案

制
度

の
積

極
的

職
員

提
案

制
度

の
積

極
的

職
員

提
案

制
度

の
積

極
的

職
員

提
案

制
度

の
積

極
的

活
用

活
用

活
用

活
用
    

職
員
が
積
極
的
に
意
見
の
提
案
で
き
る
機
会
を
確
保
し

、
事
務
事
業
の
効

職
員
が
積
極
的
に
意
見
の
提
案
で
き
る
機
会
を
確
保
し

、
事
務
事
業
の
効

職
員
が
積
極
的
に
意
見
の
提
案
で
き
る
機
会
を
確
保
し

、
事
務
事
業
の
効

職
員
が
積
極
的
に
意
見
の
提
案
で
き
る
機
会
を
確
保
し

、
事
務
事
業
の
効

率
化

及
び

住
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

め
ざ

し
た

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

方
式

を
率

化
及

び
住

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
め

ざ
し

た
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
方

式
を

率
化

及
び

住
民

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
を

め
ざ

し
た

ボ
ト

ム
ア

ッ
プ

方
式

を
率

化
及

び
住

民
サ

ー
ビ

ス
の

向
上

を
め

ざ
し

た
ボ

ト
ム

ア
ッ

プ
方

式
を

積
極
的
に
活
用
す
る
。

積
極
的
に
活
用
す
る
。

積
極
的
に
活
用
す
る
。

積
極
的
に
活
用
す
る
。
    

 

 

  

 
 

 

総
務
課
 

    

研
究
・
試
行
 
導
入
検
討
 

実
 
施
、
制
度
修
正
 

必
要
に
応
じ
て
提
言
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
上
げ
等
 

実
施
・
必
要
に
応
じ
て
提
案
を
募
集
 



 
6

６
．
住

民
参
画
と
協
働
の
推

進
６
．
住

民
参
画
と
協
働
の
推

進
６
．
住

民
参
画
と
協
働
の
推

進
６
．
住

民
参
画
と
協
働
の
推

進
    

 
項 項項項

    
目 目目目

    
名 名名名
    

実 実実実
    
施 施施施

    
項 項項項
    

目 目目目
    

の ののの
    
概 概概概

    
要 要要要
    

年 年年年
    
次 次次次
    
計 計計計
    
画 画画画
    

主
担
当

主
担
当

主
担
当

主
担
当
    

所 所所所
    
管 管管管
    

2
7
年
度
 
2
8
年
度
 
2
9
年
度
 
3
0
年
度
 
3
1
年
度
 

継 継継継 続 続続続
    

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
－
の
    

育
成

育
成

育
成

育
成
    

自
治

会
な

ど
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

－
団

体
を

地
域

づ
く

り
の

中
心

的
自

治
会

な
ど

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
－

団
体

を
地

域
づ

く
り

の
中

心
的

自
治

会
な

ど
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

－
団

体
を

地
域

づ
く

り
の

中
心

的
自

治
会

な
ど

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
－

団
体

を
地

域
づ

く
り

の
中

心
的

な
担
い
手
と
し
て
、
組
織

の
育
成
な
ど
、
地
域
の
主
体

的
な
活
動
の
支
援

な
担
い
手
と
し
て
、
組
織

の
育
成
な
ど
、
地
域
の
主
体

的
な
活
動
の
支
援

な
担
い
手
と
し
て
、
組
織

の
育
成
な
ど
、
地
域
の
主
体

的
な
活
動
の
支
援

な
担
い
手
と
し
て
、
組
織

の
育
成
な
ど
、
地
域
の
主
体

的
な
活
動
の
支
援

に
努
め
る
。

に
努
め
る
。

に
努
め
る
。

に
努
め
る
。
    

 

実
 
施
 

 

  

 
 

 

総
務
課
 

継 継継継 続 続続続
    

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

と
の

協
働

事
業

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

と
の

協
働

事
業

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

と
の

協
働

事
業

Ｎ
Ｐ

Ｏ
等

と
の

協
働

事
業

の
検
討
・
推
進

の
検
討
・
推
進

の
検
討
・
推
進

の
検
討
・
推
進
    

新
た
な
公
共
を
担
う
部
門
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
事
業
委
託
な
ど
、
行
政
と

新
た
な
公
共
を
担
う
部
門
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
事
業
委
託
な
ど
、
行
政
と

新
た
な
公
共
を
担
う
部
門
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
事
業
委
託
な
ど
、
行
政
と

新
た
な
公
共
を
担
う
部
門
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
へ
の
事
業
委
託
な
ど
、
行
政
と

の
協
働
事
業
等
に
つ
い
て
の
検
討
・
推
進
を
図
る
。

の
協
働
事
業
等
に
つ
い
て
の
検
討
・
推
進
を
図
る
。

の
協
働
事
業
等
に
つ
い
て
の
検
討
・
推
進
を
図
る
。

の
協
働
事
業
等
に
つ
い
て
の
検
討
・
推
進
を
図
る
。
    

 

検
 
討
 

 

  

 
 

 

総
務
課
 

継 継継継 続 続続続
    

男
女
共
同
参
画
の
推
進

男
女
共
同
参
画
の
推
進

男
女
共
同
参
画
の
推
進

男
女
共
同
参
画
の
推
進
    

男
女

男
女

男
女

男
女

共
同
参
画
を
推
進
し

、
総
合
的
な
男
女
共
同
参
画
の
環
境
づ
く
り
努

共
同
参
画
を
推
進
し

、
総
合
的
な
男
女
共
同
参
画
の
環
境
づ
く
り
努

共
同
参
画
を
推
進
し

、
総
合
的
な
男
女
共
同
参
画
の
環
境
づ
く
り
努

共
同
参
画
を
推
進
し

、
総
合
的
な
男
女
共
同
参
画
の
環
境
づ
く
り
努

め
、
各
委
員
・
役
員
等
へ
の
登
用
を
広
く
呼
び
か
け
る
。

め
、
各
委
員
・
役
員
等
へ
の
登
用
を
広
く
呼
び
か
け
る
。

め
、
各
委
員
・
役
員
等
へ
の
登
用
を
広
く
呼
び
か
け
る
。

め
、
各
委
員
・
役
員
等
へ
の
登
用
を
広
く
呼
び
か
け
る
。
    

 

実
 
施
 

 
 

 
 

総
務
課
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７
．
安

全
７
．
安

全
７
．
安

全
７
．
安

全
・
安
心

・
安
心

・
安
心

・
安
心

な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進

な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
    

 
項 項項項

    
目 目目目

    
名 名名名
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